
2024年4月1日から2025年3月31日まで

業務報告書
期第 95 ひろがる夢とたしかな未来。



経 営 理 念

一、地域の皆様に奉仕すること

一、従業員の幸福を祈念すること

一、金庫の健全な発展を期すること

創 立 1930年12月26日
本 店 姫路市南駅前町110番地
会 員 数 45,562先
出 資 金 40億4,586万円
店 舗 数 68ヵ店
店 外 Ａ Ｔ Ｍ 30ヵ所（共同設置ATMを含む）
常 勤 役 職 員 数 860名

当 金 庫 の 概 要
（2025年3月31日現在）
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　初夏の候、会員の皆様におかれましては益々ご清栄のことと
お慶び申し上げます。ここに当金庫第95期の事業概況と決算
の状況についてご報告するにあたり、平素のご支援、ご愛顧に
対し心からお礼申し上げます。
　2024年度の日本経済は一部に弱さが見られるものの、堅調
な個人消費や好調な大手企業業績を背景として緩やかに回復
が継続しました。物価上昇に対する意識の変化や33年振りに
春闘の賃上げ率が5％を超える等、経済の好循環に進展が見ら
れました。
　また、世界経済も欧州や中国等には一部停滞感はあります
が、米国を中心に安定的に推移したように見られました。反面、
日米を含む世界各国でトップや政権の交代による政治的な不安
が懸念されております。特に米国の動向に対して世界各国が緊
張感を持った対応になっており、複雑化した地政学リスクの問
題もあることから先行きに不確実性が高まっております。
　このような環境のもと、2024年度の当金庫の業績は、期末
預金残高が前期比57億円増加の１兆2,396億円、期末貸出金
残高が前期比4億円増加の7,515億円となりました。収益面に
ついては金利のある世界に回帰していく中、普通預金金利の見
直しやキャンペーン定期預金の導入により預金利息は増加しま
したが、貸出金利回りの改善により貸出金利息も増加しており
ます。又、金利上昇局面による有価証券ポートフォリオの改善
を目的に、国債等債券の入替を実施しました。新聞紙上等で
は、地域金融機関の有価証券の含み損を懸念される記事が散
見されますが、当金庫は継続的に改善に取組み含み益を保って

おります。入替により国債等債券売却損は増加しましたが、有
価証券利息配当金も増加して当期純利益は18億92百万円と昨
年度を上回る決算となりました。
　配当金につきましては、従来どおり6％としております。金融
機関の健全性を表す不良債権比率は5.26％となりましたが、
自己資本比率は10.00％と国内基準の4％を上回っており、経
営の安全性は十分確保されております。
　新商品につきましては、阪神・淡路大震災から30年の節目
を迎え、兵庫県の防災・減災事業の推進に賛同することで、震
災の経験や教訓をこれからの世代に繋ぎ継承していく取組みを
支援したいと考えました。そこで兵庫県防災・減災事業支援定
期預金「阪神・淡路大震災30年つなぐmirai」の取り扱いを開
始し、おかげさまで300億円を超える応募をいただき、兵庫県
の防災・減災事業に対して1千万円を寄附することができまし
た。今後もお客様へのサービス向上と地域活性化に向けた取
組みに努めてまいります。
　当金庫ではこれまで以上に経営の健全性を高めるために、コ
ンプライアンス態勢並びにリスク管理態勢の充実を図り、引き
続き長年にわたり当金庫を支えてくださっている地域の皆様に
貢献できるよう、役職員一丸となって努力を重ねていく所存で
ございます。
　何卒、今後とも変わらぬご支援ご鞭撻を賜りますようお願い
申し上げます。

ごあいさつ

2025年6月

理事長　　
和田　高広
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2024年度2023年度2021年度 2022年度2020年度

1,239,611

751,533

1,233,879

751,083

1,229,109

746,929

1,219,421

742,488

1,210,823

742,301

預金 貸出金

貸出金
751,533
百万円

製造業 6.8％

その他の
サービス
2.3％

医療・福祉
8.8％
教育、

学習支援業
1.0％
生活関連
サービス業、
娯楽業 
3.8％

地方公共団体等
1.5％

個人 18.1％

農業、林業 0.0％ 漁業 0.0％

鉱業、採石業、
砂利採取業 0.0％

建設業 7.2％

情報通信業 0.3％
運輸業、郵便業

1.7％

不動産業 35.3％

金融業、保険業
0.9％

卸売業、小売業
8.0％

飲食業 1.3％ 宿泊業 1.4％
学術研究、専門・技術サービス業  0.5％

物品賃貸業 0.3％

預金
1,239,611
百万円

定期預金
52.3%

その他
0.5%

定期積金
1.8%

当座預金
3.3%

普通預金
41.8%

業務の概況
預金の構成 （2025年3月31日現在）預金・貸出金の推移 （単位：百万円）

貸出金の業種別構成 （2025年3月31日現在）
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3,754

3,872

2024年度2023年度2021年度 2022年度2020年度

出資金会員

4,100

4,000

3,900

3,800

3,700

3,600
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3,400

0

3,976

4,045

45,736
45,562

45,954

45,771
45,695

会員・出資金の推移 （単位：百万円,先）
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2024年度2023年度2021年度 2022年度2020年度
店舗

役職員数

70

65

60

55

50

45

0

831

860

842
829 831

6868686868

会員数
45,562先

法人
10,497先
（23.0％）

個人
35,065先（77.0％）

法人
1,327百万円
（32.8％）

個人
2,718百万円（67.2％）

出資金
4,045百万円

業務の概況
会員・出資金の構成 （2025年3月31日現在）

店舗数・役職員数の推移 （単位：店舗,人）

■会員 ■出資金
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自己資本比率
　自己資本比率とは、金融機関が保有する「資産」に対する「自己資本」の割合のことで、金融機関の健全性、安全性を示す指標の
ひとつです。
　信用金庫のように国内で業務を行う金融機関は、資産に対して4％以上の自己資本を保有することが義務づけられています。
　当金庫では、今後とも経営の健全性を維持していくため収益力の強化に努め、自己資本の充実を図ってまいります。

12

8

4

0

国内
基準

2023年度 2024年度

10.00

2022年度

9.26 9.38

項　　　　目 2024年度

コア資本に係る基礎項目の額 （A） 75,343

（会員勘定の額） 70,528

出資金および資本剰余金の額� 4,045

利益剰余金の額 66,721

外部流出予定額（△） 239

（引当金の額） 4,815

一般貸倒引当金 4,815

コア資本に係る調整項目の額 （Ｂ） 2,003

自己資本の額 （A）−（B）=（C） 73,339

リスク・アセット等の額の合計額 （D） 733,255

資産（オン・バランス）項目等 699,395

オフ・バランス取引等項目 3,575

ＣＶＡリスク相当額を８％で除して得た額、他 999

オペレーショナル・リスク相当額を８％で除して得た額 29,284

自己資本比率 （Ｃ）／（Ｄ）×100 10.00％

自己資本比率の推移 自己資本比率（単体）（単位：％） （単位：百万円）

※登録日　2025年7月25日
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不良債権の状況
　当金庫は、資産の健全性確保を最重要課題に掲げ、不良債権処理に対しては、融資に関する検査・監督の考え方と進め方（金融庁）
等に沿った厳格な債権の自己査定を行い、さらに貸出資産等の健全化を図るため、適正な償却・引当の実施に努めています。
　2025年3月末の不良債権額は、39,612百万円ですが、そのすべてが損失となるものではなく、担保・保証等及び貸倒引当金によ
り保全されている部分が36,043百万円あり、保全率は90.99%となっています。

信用金庫法開示債権及び金融再生法開示債権の保全・引当状況（単体）
（単位：百万円）

区　　分 2023年度 2024年度

破産更生債権及びこれらに準ずる債権 4,974 4,096

危険債権 32,130 32,069

要管理債権 6,333 3,446

三月以上延滞債権 19 22

貸出条件緩和債権 6,313 3,424

小計（Ａ） 43,438 39,612

保全額 （Ｂ） 38,543 36,043

個別貸倒引当金 （Ｃ） 7,842 7,830

一般貸倒引当金 （Ｄ） 924 509

担保・保証等 （Ｅ） 29,776 27,703

保全率 （Ｂ）／（Ａ） 88.73% 90.99%

引当率 （（Ｃ）＋（Ｄ））／（（Ａ）－（Ｅ）） 64.17% 70.03%

正常債権 （Ｆ） 708,909 712,945

総与信残高 （Ａ）＋（Ｆ） 752,348 752,557

（注）	１．�「破産更生債権及びこれらに準ずる債権」とは、
破産手続開始、更生手続開始、再生手続開始
の申立て等の事由により経営破綻に陥ってい
る債務者に対する債権及びこれらに準ずる債
権です。

	 ２．�「危険債権」とは、債務者が経営破綻の状態に
は至っていないが、財政状態及び経営成績が
悪化し、契約に従った債権の元本の回収及び
利息の受取りができない可能性の高い債権で、
「破産更生債権及びこれらに準ずる債権」に該
当しない債権です。

	 ３．�「要管理債権」とは、信用金庫法上の「三月以
上延滞債権」に該当する貸出金と「貸出条件
緩和債権」に該当する貸出金の合計額です。

	 ４．�「三月以上延滞債権」とは、元本又は利息の支
払が約定支払日の翌日から三月以上遅延して
いる貸出金で、「破産更生債権及びこれらに準
ずる債権」及び「危険債権」に該当しない貸
出金です。

	 ５．�「貸出条件緩和債権」とは、債務者の経営再建
等を図ることを目的として、金利の減免、利
息の支払猶予、元本の返済猶予、債権放棄そ
の他の債務者に有利となる取決めを行った貸
出金で、「破産更生債権及びこれらに準ずる債
権」、「危険債権」及び「三月以上延滞債権」
に該当しない貸出金です。
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貸借対照表 2025年3月31日現在

（注）記載金額は百万円未満を切り捨てて表示しております。

科　　　　目 金　　　　額
（資産の部） 百万円

現 金 9,581
預 け 金 173,720
買 入 金 銭 債 権 1,077
金 銭 の 信 託 13,852
商 品 有 価 証 券 ―
有 価 証 券 349,875
国 債 132,151
地 方 債 11,084
社 債 78,945
株 式 21,473
そ の 他 の 証 券 106,221
貸 出 金 751,533
割 引 手 形 1,046
手 形 貸 付 18,240
証 書 貸 付 708,901
当 座 貸 越 23,344
外 国 為 替 280
外 国 他 店 預 け 92
買 入 外 国 為 替 ―
取 立 外 国 為 替 188
そ の 他 資 産 12,465
未 決 済 為 替 貸 362
信 金 中 金 出 資 金 6,483
未 収 収 益 1,358
金 融 派 生 商 品 3
そ の 他 の 資 産 4,258
有 形 固 定 資 産 24,147
建 物 6,374
土 地 16,427
建 設 仮 勘 定 2
その他の有形固定資産 1,342
無 形 固 定 資 産 2,003
ソ フ ト ウ ェ ア 1,960
その他の無形固定資産 43
繰 延 税 金 資 産 98
債 務 保 証 見 返 272
貸 倒 引 当 金 △12,693
（うち個別貸倒引当金） 7,878
資 産 の 部 合 計 1,326,214

（△ ）

科　　　　目 金　　　　額
（負債の部） 百万円

預 金 積 金 1,239,611
当 座 預 金 41,119
普 通 預 金 518,822
貯 蓄 預 金 405
通 知 預 金 303
定 期 預 金 649,308
定 期 積 金 22,938
そ の 他 の 預 金 6,714
借 用 金 ―
借 入 金 ―
そ の 他 負 債 4,336
未 決 済 為 替 借 421
未 払 費 用 968
給 付 補 填 備 金 168
未 払 法 人 税 等 468
前 受 収 益 111
職 員 預 り 金 9
金 融 派 生 商 品 2
払 戻 未 済 金 36
そ の 他 の 負 債 2,150
賞 与 引 当 金 1,038
役 員 賞 与 引 当 金 107
退 職 給 付 引 当 金 3,516
役 員 退 職 慰 労 引 当 金 1,038
債 務 保 証 損 失 引 当 金 6
偶 発 損 失 引 当 金 668
睡眠預金払戻損失引当金 17
建 物 関 連 損 失 引 当 金 71
債 務 保 証 272
負 債 の 部 合 計 1,250,683

（純資産の部）
出 資 金 4,045
普 通 出 資 金 4,045
資 本 剰 余 金 ―
資 本 準 備 金 ―
利 益 剰 余 金 66,721
利 益 準 備 金 3,976
そ の 他 利 益 剰 余 金 62,745
特 別 積 立 金 55,705
当期未処分剰余金 7,040

会 員 勘 定 合 計 70,767
その他有価証券評価差額金 4,763
繰 延 ヘ ッ ジ 損 益 ―
評価・換算差額等合計 4,763
純 資 産 の 部 合 計 75,530
負債及び純資産の部合計 1,326,214
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損益計算書 2024年4月1日～2025年3月31日まで

第95期剰余金処分計算書 2024年4月1日から
2025年3月31日まで

（注）記載金額は千円未満を切り捨てて表示しております。

　なお、信用金庫法第38条の2第3項の規定に基づき、当金庫第95期事業年度の貸借対
照表、損益計算書及び剰余金処分案並びに附属明細書（会計に関する部分）について
は、会計監査人太陽有限責任監査法人の監査を受け、適法である旨の監査報告を受け
ています。

（単位：円）

科　　　　目 金　　　　額
千円

経 常 収 益 23,751,566
資 金 運 用 収 益 18,398,186
貸 出 金 利 息 12,460,258
預 け 金 利 息 542,446
コールローン利息 ―
有価証券利息配当金 5,250,887
その他の受入利息 144,593
役 務 取 引 等 収 益 1,654,461
受 入 為 替 手 数 料 531,333
その他の役務収益 1,123,127
そ の 他 業 務 収 益 1,487,430
外 国 為 替 売 買 益 17,389
商品有価証券売買益 ―
国債等債券売却益 1,345,605
国債等債券償還益 ―
金融派生商品収益 ―
その他の業務収益 124,435
そ の 他 経 常 収 益 2,211,488
貸倒引当金戻入益 ―
償 却 債 権 取 立 益 1,819
株 式 等 売 却 益 1,538,430
金銭の信託運用益 605,754
その他の経常収益 65,484

経 常 費 用 20,830,158
資 金 調 達 費 用 1,001,453
預 金 利 息 920,126
給付補填備金繰入額 60,699
譲 渡 性 預 金 利 息 ―
借 用 金 利 息 19
コールマネー利息 12
その他の支払利息 20,595
役 務 取 引 等 費 用 1,072,589
支 払 為 替 手 数 料 177,297
その他の役務費用 895,292
そ の 他 業 務 費 用 5,235,255
商品有価証券売買損 ―
国債等債券売却損 5,234,284
国債等債券償還損 ―
国 債 等 債 券 償 却 ―
その他の業務費用 971
経 費 12,095,341
人 件 費 7,424,412
物 件 費 4,101,825
税 金 569,104

科　　　　目 金　　　　額
千円

そ の 他 経 常 費 用 1,425,517
貸倒引当金繰入額 909,680
貸 出 金 償 却 ―
株 式 等 売 却 損 164,072
株 式 等 償 却 272
金銭の信託運用損 63,627
そ の 他 資 産 償 却 ―
その他の経常費用 287,865

経 常 利 益 2,921,407
特 別 利 益 178
固 定 資 産 処 分 益 178
その他の特別利益 ―

特 別 損 失 221,242
固 定 資 産 処 分 損 2,287
減 損 損 失 147,555
建物関連損失引当金繰入額 71,400

税 引 前 当 期 純 利 益 2,700,343
法人税、住民税及び事業税 832,916
法 人 税 等 調 整 額 △25,292
法 人 税 等 合 計 807,623
当 期 純 利 益 1,892,720
繰越金（当期首残高） 5,148,002
当 期 未 処 分 剰 余 金 7,040,722

科　　　　目 金　　　　額
当 期 未 処 分 剰 余 金 7,040,722,592
これを次のとおり処分いたします。
剰 余 金 処 分 額 1,309,400,545
利 益 準 備 金 69,743,000
普通出資に対する配当金 239,657,545
特 別 積 立 金 1,000,000,000
繰 越 金（ 当 期 末 残 高 ） 5,731,322,047

（年6％）
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役員一覧 2025年3月31日現在 庶務の概要
総代会に関する事項

登記事項

会 長 和　田　長　平

理 事 長 和　田　高　広

専 務 理 事 尾　﨑　嘉　則

常 務 理 事 宮　﨑　八千代

理 事 立　花　　　潤

理 事 郷　　　佳　也

理 事 田　村　千　加

理 事 髙　濱　秀　輔

理 事 橋　田　雅　史

非常勤理事 髙　野　　　勝

監 事 宮　阪　隆　彦

監 事 岸　本　芳　彦

非常勤監事 杉　山　正　幸

非常勤監事 土　部　英　一

※１　�理事 和田長平、郷佳也、髙野勝は、信用金庫業界の「総
代会の機能向上策等に関する業界申し合わせ」に基づく
職員外理事です。

※２　�監事　宮阪隆彦、土部英一は信用金庫法第32条第5項に
定める員外監事です。

2024年6月14日　第94期通常総代会

報告事項
・第94期（2023年4月1日から2024年3月31日まで）業務報告、
　貸借対照表及び損益計算書の内容報告の件
・総代選任規程一部変更の件
・店頭サービスお客様アンケート結果報告

決議事項
第１号議案　　剰余金処分案承認の件
第２号議案　　会員除名の件
第３号議案　　理事の任期満了に伴う選任の件
第４号議案　　監事の任期満了に伴う選任の件
第５号議案　　退任監事に対する退職慰労金贈呈の件

2024年₄月₄日	 出資総口数(79,522,405口)及び出資総額
	 (3,976,120,250円)の変更登記
2024年₄月15日	 西支店位置変更登記
2024年₆月₇日	 支配人変更登記
2024年₆月26日	 代表理事の退任登記
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総代会制度について 内部統制システムの運用状況の概要

総代会のしくみ

　信用金庫は、会員同士の「相互信頼」と「互恵」の精神を基本理念に、
会員一人ひとりの意見を最大の価値とする協同組織金融機関です。したがっ
て、会員は出資口数に関係なく、一人1票の議決権を持ち、総会を通じて当
金庫の経営に参加していただくこととなります。しかし、当金庫では、会
員数がたいへん多く、総会の開催は事実上不可能です。そこで、当金庫で
は会員の総意を適正に反映し、充実した審議を確保するため、総会に代え
て総代会制度を採用しています。
　この総代会は、決算、取扱業務の決定、理事・監事の選任等の重要事項
を決議する最高意思決定機関です。したがって、総代会は総会と同様に、
会員一人ひとりの意見が当金庫の経営に反映されるよう、総代構成のバラ
ンス等に配慮し、選任区域ごとに総代候補者を選考する選考委員会を設け、
会員の中から適正な手続きにより選任された総代により運営されます。
　さらに、当金庫では総代会に限定することなく、顧客アンケートや総代
懇談会を実施するなど、日頃の事業活動を通じて、総代や会員の皆さまと
のコミュニケーションを大切にし、さまざまな経営改善に取り組んでいます。

　当事業年度における内部統制システムの運用状況の概要は次のとおりです。
１．	�理事及び職員の職務執行が法令等に適合することを確保するための取組み
（コンプライアンスに対する取組み）

	 　①�コンプライアンスを経営上の最重要事項の一つとして位置づけると
ともに、新たにコンプライアンス・リスクマネジメント委員会を新
設し、当委員会は、12回開催して法令等遵守態勢の整備に努めてお
ります。コンプライアンス委員会は12回開催し、コンプライアンス・
プログラム進捗状況の協議やマネー・ローンダリング・テロ資金供
与・拡散金融対策（以下、「マネロン等対策」といいます。）関連の
対応について決議しております。また、行動規範の改訂を行い全役
職員に周知致しました。

	 　②�コンプライアンスに関する役職員向け研修を職階別に16回実施、e-
ラーニングによる研修も実施し、全役職員がコンプライアンスに関
する研修を受講しております。また、マネロン等対策に関する研修
を、役員向けに実施、その他職階別に12回実施しております。

	 　③�コンプライアンス意識の徹底、マネロン等対策に関する実効性確認
のため、全営業店（67店舗）への臨店を実施しました。

	 　④�マネロン・テロ資金供与対策会議を11回開催し、方針・マニュアル、
リスク評価書の改訂・策定を行い、各種諸施策を講じ態勢を整備し
ました。また、ホームページ上に「マネロン対策等についての重要
なお知らせ」を新設しました。

２．	理事の職務執行に係る情報の保存及び管理に対する取組み
	 �　理事会等の議事録は「理事会規程」に基づき作成し、適切に保存・管
理しています。

３．	当金庫の損失の危機の管理に対する取組み（リスク管理に対する取組み）
	 �　リスク管理態勢を委員会と評議会に分け、委員会は統合的リスク管理
委員会、コンプライアンス委員会、評議会を信用リスク・資産査定管理
評議会、オペレーショナル・リスク管理評議会、市場・流動性リスク管
理評議会とし、各委員会及び各評議会の権限と機能を明確にしてリスク
管理態勢を整え、より深度のあるリスク管理が行えるよう取り組んでお
ります。なお、市場・流動性リスク管理においてミドル部門を総合資金
部から分離してリスク統括部とし、相互牽制の強化を図っております。

	 �　当事業年度において、統合的リスク管理委員会を12回開催し、主な事
項としては自己資本配賦、余資運用基準の協議等を行っております。そ
の他、信用リスク・資産査定管理評議会を21回開催、オペレーショナル・
リスク管理評議会を12回開催、市場・流動性リスク管理評議会を12回開
催しております。

	 �　監査部は、総務部、システム部、関連３社及び営業店43ヵ店を対象と
する定例監査、サイバーセキュリティリスク管理及びマネロン・テロ資
金供与リスク管理、市場・流動性リスク管理等の特定監査、不祥事件発
生防止の観点から全営業店を対象とする特別監査及び貸金庫利用の取扱
状況等の特別監査を行い、結果を理事会に報告しております。

４．	理事の効率的な職務執行に対する取組み
	 �　理事会を月2回開催しており、当事業年度においては28回開催し、経
営計画及び業務方針等を決定しております。

５．	金庫グループのリスク管理に対する取組み
	 �　当金庫の理事及び部長並びに子法人等の代表取締役を構成員とする役
員・本部長合同会議を年12回開催し、経営上の課題等について協議する
とともに、子法人等の取締役等の職務執行の状況など経営上の重要な事
項について報告を受けております。

６．	監事への報告に対する取組み
	 �　監査部が行った営業店監査、本部監査における監査結果について、そ
の都度監事へ報告しております。また、「通報・相談窓口」への内部通報
の状況については、リスク統括部が監事へ報告しております。

会　　員

①�総代会の決議により、会員の中から選考委員を選
任する。

②�選考委員会を開催のうえ、選考基準に基づき、選
考委員が総代候補者を選考する。

③�総代候補者氏名を店頭掲示し、所定の手続きを経
て、会員の代表として総代を委嘱する。

総　代　会

決算に関する事項、理事・監事の選任等重要事項の
決定

選考委員

総代候補者

会員の総意を適正に反映するための制度

総　代
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　例年、経済・政治・文化等多岐にわたる分野の専門家・評論家等著名な講師
を招き、文化講演会を開催しています。2024年度は、慶應義塾大学名誉教授　
竹中　平蔵氏をお招きし、「日本の未来～
日本経済の先にある道～」をテーマに講
演していただきました。

トピックス
取引先支援・地域貢献活動

　当金庫では、多くのお客さまにご利用いただく金融機関として、お取引
先の皆さまの支援や、地域の皆さまのお役に立てる活動に取り組んでいます。
　今後も、地域社会の一員としての責任を積極的に果たすことにより、よ
りよい社会づくりに貢献し、地域の皆さまとのかかわりを大切にしていき
たいと考えています。

◆ 文化講演会の開催

　当金庫は、阪神・淡路大震災から30年が経過した節目の年に兵庫県の防災・
減災事業を支援するため、お預け入れ総額の0.04％相当額（上限1,000万円）
を寄附金として寄贈する兵庫県防災・減災事業支援定期預金「阪神・淡路大震
災30年 つなぐ mirai」を取扱いし、2025年3月31日（月）に寄附金上限であ
る1,000万円を兵庫県のふるさと納税「ふるさとひょうご寄附金」へ寄贈いた
しました。

◆ 兵庫県の防災・減災事業への寄附

SDGsへの取り組みについて
“ばんしん”は、経営理念に掲げる「地域の皆様に奉仕
すること」の精神のもと、国連が提唱するSDGs（持続
可能な開発目標）を私たちの企業行動に繋げ、地域の社
会的課題の解決と経済成長の両立を図り、持続可能な社
会の実現に努めてまいります。

　お取引先の経営者の皆さまを対象に、経済情勢等の最新情報を提供する場と
して「ばんしん新時代経営研究会」を年2回開催しています。2024年度は下
記の講演会を開催しました。
●2024年7月11日
「トランプ旋風を読み解く
～中国の攻勢と日米同盟～」
外交ジャーナリスト・作家　手嶋　龍一氏
●2025年2月10日
「日本を取り巻く国際情勢と政治」
ジャーナリスト　岩田　明子氏

◆ 新時代経営研究会の開催

　お取引先の皆さまへの情報発信の一環として、各種講演会やセミナーを定期
的に開催しています。
●業種別講演会
　業界特有の最新動向や経営戦略などの情報を提供する業種別講演会を計6回
開催しました。
　◦製造業向け講演会
　◦医療業向け講演会
　◦遊技業向け講演会
　◦介護・福祉業向け講演会
　◦不動産・住宅販売業、
　　収益物件所有者向け講演会
　◦卸・小売業向け講演会

◆ 各種セミナーの開催

　お取引先の経営支援の一環として、お取引先の経営者の皆さまを対象とした
「経営研究会」、また、お取引先の後継者・若手経営者の皆さまを対象とした
「後継者コース」の2コースにて、「ばん
しん経営塾」を開催しています。
　当塾は経営に関する幅広い知識を身に
つけていただくとともに、受講者同士の
親睦も図っていただけるよう宿泊研修や
懇親会等も行い、幅広い人脈づくりや異
業種交流の場を提供しています。

◆ ばんしん経営塾の開催

　信用金庫業界では、「信用金庫法」が昭和
26年6月15日に公布・施行されたことにち
なみ、6月15日を「信用金庫の日」と定めて
います。
　当金庫は「信用金庫の日」の取り組みとし
て、地域への感謝の気持ちを込めて、役職員
による店舗周辺の清掃活動を実施しました。

◆ 清掃活動の実施
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トピックス
取引先支援・地域貢献活動

　営業地域内の景気動向を把握し、景気に関する情報提供を行うことを目的と
して、お取引先企業のご協力のもと四半期ごとに景気動向調査を行い、その結
果を「ばんしん景況レポート」として公表しています。なお本レポートは、当
金庫のホームページからもご覧いただけます。

◆ 景況レポートの発行

お客さま満足度向上に向けた取り組みについて
　当金庫では、毎年、営業店の窓口において「店頭サービスお客さまアン
ケート」を行っています。2025年2月に実施したアンケートでは、4,531
名の方からご回答をいただきました。
　皆さまより頂戴した貴重なご意見、ご要望のひとつひとつを真摯に受け
止め、業務改善・対応に活かしてまいります。

　当金庫では、2024年度、下記の2店舗において、特殊詐欺被害を未然に防
止したとして、警察署より感謝状を拝受しました。

●2025年2月　二見支店 ●2025年3月　揖保川支店

　行政機関と連携して、高齢者の見守り活動を積極的に実施しています。現在
まで下記地域と「地域見守り活動に関する協定」を締結しています。
（兵庫県、姫路市、神戸市、宝塚市、たつの市、上郡町、加古川市、相生市、
加西市、福崎町、稲美町）

◆ 高齢者の見守り活動を実施

　機関紙“ばんしん”・播州信用金庫公式Instagramにて、当金庫取引先のご
紹介や、当金庫エリア内の情報、キャンペーンのお知らせなど地域に密着した
情報をお届けしています。

◆ 地域に密着した情報の発信

◆ 金融犯罪防止への取り組み

　スポーツを通じた地域貢献活動への取り組みとして、姫路市を中心に活動す
る女子サッカーチーム・ＡＳハリマアルビオン（なでしこリーグ1部所属）と
協力し、子どもたちに体を動かすことの楽しさを広め、子どもたちの運動能力
と可能性を引き出すことを目的として、
幼稚園児・小学生を対象とした「“ばん
しん”スポーツアカデミー」を開催し
ています。
　当金庫の職員で、ＡＳハリマアルビ
オンに所属する正野可菜子選手もコー
チとして参加し、サッカーの指導を行
いながら、地域の子どもたちとの交流
を深めました。

◆ 「“ ばんしん ” スポーツアカデミー」の開催

　当金庫では、お客さまの多様なニーズにお
応えできるよう、職員の職階別、夜間・土曜
日講座等の集合研修を実施するとともに、専
門的な知識の習得を目的として、外部団体が
主催する各種研修にも職員を積極的に派遣
し、人材の育成に取り組んでいます。

◆ 各種研修会の開催

　毎年、大学生を対象とした企業実習
（インターンシップ）を行っており、
2024年度は、23大学38名の学生を
受け入れ、信用金庫の業務を体験して
いただきました。

◆ インターンシップの受け入れ

　地域の明日を担う子どもたちの金融
教育の一環として、小学生の職場体験
学習に協力しています。2024年度は、
香寺支店へ香呂小学校、小野支店へ小
野東小学校、明石支店へ人丸小学校
（明石市）、船場支店に船場小学校の
児童が訪れ、店舗内の見学や職員への
インタビュー等を行い、信用金庫の仕
事や役割を学んでいただきました。

◆ 小学生の職場体験学習の受け入れ
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北 条 支 店
明 石 支 店
二 見 支 店
土 山 支 店
西明石支店
大久保支店
三 宮 支 店
兵 庫 支 店
東 灘 支 店
神戸西支店
平 野 支 店
本 山 支 店
垂 水 支 店
灘 支 店
六甲道支店
三宮北支店
西神南支店
谷 上 支 店
西 宮 支 店
今 津 支 店
西宮北支店
尼 崎 支 店
塚 口 支 店
立 花 支 店
宝 塚 支 店
伊 丹 支 店
淀 川 支 店
豊 中 支 店

0791-22-1030
0791-42-0881
0791-72-4641
079-276-3033
0791-63-1512
0791-52-7564
0790-22-0888
0790-42-0006
078-918-0101
078-941-0701
078-942-3788
078-924-2477
078-967-5862
078-393-2311
078-577-1171
078-451-3181
078-735-3281
078-361-3741
078-412-2301
078-751-9051
078-802-8788
078-843-9870
078-261-3678
078-997-9722
078-586-3939
0798-22-7321
0798-26-9601
0798-63-5800
06-6489-9611
06-6426-3984
06-6418-5151
0797-72-3466
072-772-9199
06-6195-2662
06-6151-3181

本 店
駅 前 支 店
船 場 支 店
西 支 店
野 里 支 店
東 支 店
北 支 店
網 干 支 店
飾 磨 支 店
市 場 支 店
英賀保支店
今 宿 支 店
広 畑 支 店
保 城 支 店
白 浜 支 店
青 山 支 店
御 立 支 店
飾磨西支店
花 田 支 店
香 寺 支 店
加古川支店
東加古川支店
野 口 支 店
別 府 支 店
高 砂 支 店
荒 井 支 店
伊 保 支 店
宝 殿 支 店
三 木 支 店
稲 美 支 店
小 野 支 店
西 脇 支 店

670-0962
670-0927

670-0043

670-0871
670-0835
670-0876
671-1234

672-8052

672-8092
670-0057
671-1121
670-0805
672-8023
671-2222
670-0074
672-8079
671-0255
679-2143
675-0066
675-0101
675-0017
675-0122
676-0064
676-0011
676-0076
676-0805
673-0403
675-1115
675-1332
677-0054

姫 路 市 南 駅 前 町 110 番 地
姫 路 市 駅 前 町 3 3 3 番 地

姫 路 市 小 姓 町 8 5 番 地 1

姫 路 市 伊 伝 居 38 番 の 15
姫 路 市 幸 町 1 6 番 地
姫 路 市 西 八 代 町 8 番 2 1 号
姫路市網干区新在家1412番地の5

姫路市飾磨区玉地1丁目123番地

姫路市飾磨区英賀春日町2丁目4番17
姫 路 市 北 今 宿2丁 目1番15号
姫路市広畑区東新町1丁目7番地1
姫 路 市 西 中 島 283 番 地 9
姫 路 市 白 浜 町 甲2220番 地1
姫 路 市 青 山 5 丁 目 1 番 1 号
姫 路 市 御 立 西5丁 目14番50号
姫路市飾磨区今在家2丁目3番地
姫 路 市 花 田 町 小 川49番 地 の1
姫 路 市 香 寺 町 中 仁 野307番 地1
加古川市加古川町寺家町 6 0 0 番地
加古川市平岡町新在家3丁目288番地の13
加 古 川 市 野 口 町 良 野52番 地1
加古川市別府町別府 7 1 3 番 地の3
高 砂 市 高 砂 町 北 本 町 1 1 3 6 番 地
高砂市荒井町小松原2丁目14番19号
高 砂 市 伊 保 崎4丁 目2番 3 5 号
高 砂 市 米 田 町 米 田 3 0 6 番 地3
三 木 市 末 広 2 丁 目 5 番 6 号
加古郡稲美町国岡6丁目 1 9 1 番 地
小 野 市 中 町 3 1 8 番 1
西 脇 市 野 村 町 1 7 9 5 番 地 の 1 8 6

1
2

3

4
5
6
7

8

9
10
11
12
13
14
15
16
17
18
19
20
21
22
23
24
25
26
27
28
29
30

31
32
33
34
35
36
37
38
39
40
41
42
43
44
45
46
47
48
49
50
51
52
53
54
55
56
57
58
59
60
61
62
63
64
65

678-0031
678-0239
671-1643
671-1524
679-4129
678-1232
679-2204
675-2311
673-0845
674-0092
674-0074
673-0016
651-2411
650-0021
652-0801
658-0016
654-0026
652-0008
658-0081
655-0881
657-0831
657-0035
651-0092
651-2243
651-1245
662-0971
663-8233
663-8016
660-0892
661-0002
660-0053
665-0034
664-0851
532-0025
561-0881

相 生 市 旭 4 丁 目 1 0 番 2 4 号
赤 穂 市 加 里 屋 6 7 番 地 6
たつの市揖保川町神戸北山107番地4
揖 保 郡 太 子 町 東 保 3 2 5 番 地1
た つ の 市 龍 野 町 堂 本 1 1 番 地 1 5
赤 穂 郡 上 郡 町 竹 万 2 1 6 8 番 地
神崎郡福崎町西田原 1 3 7 0 番地 1 0
加 西 市 北 条 町 横 尾 1 2 3 3 番 地
明 石 市 太 寺 2 丁 目 1 4 番 5 号
明石市二見町東二見 5 0 9 番 地の5
明 石 市 魚 住 町 清 水 2156番 地 の1
明 石 市 松 の 内2丁 目8番 地 の 1 4
神 戸 市 西 区 上 新 地1丁 目2番3
神戸市中央区三宮町1丁目1番3号
神戸市兵庫区中道通5丁目2番7号
神戸市東灘区本山中町3丁目2番3号
神戸市須磨区大池町4丁目1番37号
神 戸 市 兵 庫 区 上 祇 園 町3番1号
神戸市東灘区田中町1丁目1 3番8号
神戸市垂水区東垂水町字菅ノ口633番地の1
神戸市灘区水道筋1丁目6番地の3
神 戸 市 灘 区 友 田 町2丁 目7番 2 2
神戸市中央区生田町1丁目4番1号　ショダリ21ビル内12階
神戸市西区井吹台西町1丁目1番3
神 戸 市 北 区 谷 上 東 町8番 2 9 号
西 宮 市 和 上 町 1 番 2 7 号
西 宮 市 津 門 川 町 1 2 番 1 1 号
西 宮 市 若 山 町 1 1 番 6 号
尼 崎 市 東 難 波 町5丁目 1 8 番 1 0 号
尼 崎 市 塚 口 町3丁 目 3 9 番 地1
尼 崎 市 南 七 松 町1丁 目1番1号
宝 塚 市 小 林 4 丁 目 7 番 7 2 号
伊 丹 市 中 央 3 丁 目 5 番 1 4 号
大阪市淀川区新北野1丁目8番19号　朝日生命十三新北野ビル5階
豊中市中桜塚3丁目2番36号　オージー豊中ビル2階

〈
店
舗
外
A
T
M
コ
ー
ナ
ー
〉

本店営業部JR姫路駅出張所
駅前支店キャスパ出張所
駅前支店ターミナル出張所
駅前支店テラッソ姫路出張所
船場支店西出張所
飾磨支店イオンモール姫路リバーシティー出張所
飾磨支店マルアイ亀山店出張所
飾磨支店姫路中央病院出張所
英賀保支店英賀春日町出張所
今宿支店ゆめタウン姫路出張所
広畑支店イオンモール姫路大津出張所
青山支店姫路赤十字病院出張所
御立支店コープ田寺出張所
相生支店コープデイズ相生出張所
相生支店コープ相生東出張所
相生支店IHI播磨病院出張所
赤穂支店主婦の店赤穂店出張所
揖保川支店マックスバリュ揖保川店出張所
福崎支店銀ビル出張所
福崎支店市川町文化センター出張所
土山支店ドライブインながさわ出張所
三宮支店地下出張所
尼崎支店あまがさきキューズモール出張所
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079-281-4534
079-222-7101

079-298-5101

079-281-5201
079-224-1187
079-291-2515
079-272-4555

079-235-4911

079-237-2333
079-293-2231
079-239-4047
079-281-3731
079-245-1251
079-267-2431
079-295-8833
079-235-7801
079-252-8601
079-232-8611
079-423-3131
079-423-2312
079-427-8711
079-435-9911
079-442-4101
079-443-2201
079-448-2501
079-431-8883
0794-83-6700
079-492-9011
0794-62-1584
0795-23-3984

(直通)
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